
③ 頚部：人工呼吸（気管切開）痕，注射痕，損

傷，甲状腺腫・リンパ節腫脹の有無。 

④ 胸腹部：蘇生痕（注射痕，肋骨骨折），手術痕・

治療痕（切開創，ドレーン，陳旧性手術痕な

どの状態・位置・高さ），腹部膨満の有無。 

⑤ 背部・腰部・臀部：胸腹部の項目に加えて，

褥創。腰椎麻酔・手術，骨盤・大腿骨骨折等

の場合，注意して所見を取る。 

⑥ 上肢・下肢：ソケイ部を含め，注射痕，損傷，

下腿浮腫の有無など。 

⑦ 外陰部：損傷，出血，その他，漏出物等の有

無。 

⑧ 肛門：糞便漏出，下血。 

 

Ⅴ．内景所見（開胸開腹所見） 

① 開胸，開腹：胸腹部正中で皮膚を切開する。

皮下・筋層の出血，左右横隔膜の高さを確認

する。各臓器は，摘出後，脂肪組織を除いて，

重量（大きさ）を測定。外表，及び割面の写

真撮影をする。 

② 開腹：皮下脂肪の厚さ。腸管の膨隆度。大網

脂肪量・位置。腹腔・骨盤腔の血液・貯留液。

腹膜・腸間膜の炎症・損傷・癒着。後腹膜出

血。横隔膜位。腹腔内出血がある場合，計量

し，in situ で出血点を確認する。腹腔内に

ガスが認められた場合，化膿性腹膜炎が見ら

れた場合，消化管穿孔部を本来の位置（in 

situ）で検索し，写真撮影する。術後の吻合

部も同様。 

③ 開胸：気胸が疑われると場合，胸腔内の陰圧

を膨隆した肺の退縮により確認。心臓・縦隔

の偏位，縦隔出血・気腫，肋骨骨折（出血），

左右胸壁と肺の癒着，肺の膨隆度，胸腔内液

の性状・量を確認。 

④ 気道・食道：舌の性状。軟口蓋・気道・食道

内腔の液・異物，粘膜の鬱血，食道静脈瘤，

口蓋扁桃腫大，喉頭浮腫，気管内挿管・食道

内誤挿管の痕跡，気管・食道ろうの有無。 

⑤ 頚部器官：頸部筋肉・リンパ節の出血・鬱血・

腫大。舌骨・甲状軟骨骨折，甲状腺腫大。気

管切開痕。副甲状腺。 

⑥ 心臓：心嚢脂肪量・注射痕。心膜腔液の量・

性状。心嚢血腫のある時，心筋梗塞破綻部，

大動脈・冠動脈の解離・損傷を in situ で確

認する。心外膜溢血点。心重量，大きさ。左

右心内腔の血液量，性状（流動性，凝血）。左

室・右室自由壁・中隔の厚さ。各弁周囲径，

弁膜症・硬化，疣贅などの有無。心筋の血量・

線維化・出血。 

解剖時，冠動脈三枝の硬化・狭窄度・血栓

を確認し，必要な場合は，固定後，冠動脈の

走行に沿って横断面を検索し，写真撮影と組

織検査をする。冠動脈形成術後の解離に関し

ても同様。 

起始部大動脈解離や複雑先天性心・血管奇

形が疑われる時は in situ で確認し，心・大

動脈を一括して摘出する。また，医療行為に

よる所見（血管カテーテル挿入部・バイパス

手術・ペースメーカー・人工弁の確認）は，

臨床立会医の助言の下，医療行為と対応させ

つつ，ネガティブ所見を含めて，所見をとる。 

⑦ 肺：肺動脈内血栓，気管支内液の有無・性状。

肺門リンパ節の腫脹。胸膜の肥厚・瘢痕。肺

の膨隆度，含気量，血量，浮腫，鬱血，炎症，

腫瘍，結節など。その他，無気肺，肺硬化

（consolidation），過膨張肺（喘息，気腫等）

を確認する。小児に関しては，後記する。 

⑧ 胸腹部大動脈：胸部・腹部大動脈内径，硬化・

潰瘍形成・石灰化の有無。大動脈周囲リンパ

節等。解離がある時は，in situ で観察し写

真撮影を行い，摘出・固定後，組織検査をす

る。 

⑨ 副腎：大きさ，結節，出血，腫瘍等の有無。 

⑩ 腎臓：被膜脂肪量・剥離，表面(平滑，細顆粒

状)。腎皮質・髄質境界，血量。腎盂粘膜充盈・

縊血点。腎の嚢胞・腫瘍・梗塞。 

⑪ 脾臓：血量，硬度，出血等の有無，脾粥量。

脾材・濾胞形成（白脾髄，赤脾髄）。 

⑫ 肝臓：表面の凹凸，辺縁の鋭鈍，硬さ。割面

の血量，脂肪沈着，小葉構造の明瞭度。胆嚢
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